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宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp

遠藤･高田･中島徹（循環器内科）、古谷（消化器内科）、高橋聡･永友（呼吸器内科）、植野（糖尿病内科）、浜田･高橋麻里子（内科・リハビリ）、
山岡･中島努･末岡（外科・肛門外科）、山元･上野･愛甲･久保（小児科）、坂口･上山（後期研修医）･井上･松尾･木脇（初期研修医）

●1月から土曜日夜間の一般内科外来は休診になりました。

●診療科は内科。
●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは往診。

入居者を募集しています。
入居希望の方は、介護事業部（0985）23-7168（介護部長　長友則子）までご連絡ください。

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

休 診（往 診）

中　村

中　村

中　村

休　診

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

三　宅

三　宅

交替制

三　宅

三　宅

三　宅

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

三　宅

休 診（往 診）

三　宅
17：00～19：00

休 診（往 診）

三　宅

休　診

午　後
16：00～
18：00まで

第1週のみ15：00～18：00
第2･3･4･5週は16：30～19：00

月曜日
　～土曜日
9：00～15：30

小児科
相談外来（月1回）
14：00～16：00

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

休　診

末　岡

休　診

末　岡

末　岡

末　岡

交替制

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

　

官
製
は
が
き
に
、
答

え
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
ご
記
入
の
う

え
、
下
記
の
宛
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。ま

た
、Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。「
お

げ
ん
き
で
す
か
」
を
読

ん
で
の
ご
意
見
・
ご
感

想
な
ど
も
お
書
き
く
だ

さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
５
名
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上

げ
ま
す
。
〆
切
は
１
月

31
日
で
、
当
選
者
は
２

月
号
の
紙
面
で
発
表
し

ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
12
月
号
の
答
え
】 

【
11
月
号
当
選
者
】（
応
募
数
23
通
）

クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

第1土曜休診

通所介護
デイサービス

通所介護
デイサービス

喜
多
友
里
恵
さ
ん（
延　

岡　

市
）

松
尾　

和
幸
さ
ん（
宮　

崎　

市
）

小
山　

美
紀
さ
ん（
宮　

崎　

市
）

白
浦　

幹
夫
さ
ん（
宮　

崎　

市
）

竹
原　

ハ
ル
さ
ん（
都　

城　

市
）

①
流　
　

②
工　
　

③
楽　

④
成　
　

⑤
行　
　

⑥
付

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診 4診 5診

予　約　制

受 付　8：00～11：45
診 療　8：30～12：30

受付
17：00～
　  19：35
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：00
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経
（要予約）

（要予約）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

受付
14：30～16：30
診療
15：00～17：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

土曜日：午後
受付 13：30～16：30
診療 14：00～17：00

交替制

受　付
13：30～16：30
診　療
14：00～17：00
交替制

第1･3･5週
山岡又は中島努

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

交替制

交替制

遠　藤

遠　藤

交替制

山　岡

山　岡

中島努

休　診

中島努

高橋聡

植　野

永　友

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

高　田

遠　藤

高　田

中島徹

1週：高田
2週：髙橋聡
3週：植野
4週：永友

古　谷 交替制

小　澤

交替制

高橋聡

交替制
高橋麻里子
11:00～12:00

坂　口
8:30～10:00

15:00～16:45
高橋麻里子
16:45～17:30
交替制

三　宅
10：30～12:30

上　山
8：30～10:00

1診:山元
2診:久保

1診:久保
2診:山元

1診:愛甲
2診:山元

1診:久保
2診:愛甲

1診:上野
2診:愛甲 山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

17:30～20:00
交替制

第1・3・5週は休診

小牧 第2･4週
休　　　診

宮崎市大島町天神前1171

☎0985（24）6877

　

年
が
明
け
て
今
年
２
０
１
６
年
は
日
本
国
憲
法
が

1
9
4
6
年
の
11
月
３
日
に
公
布
さ
れ
て
か
ら
丁
度
70
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
な
り
ま
す
。
昨
年
は
敗
戦
70
年

で
し
た
が
、
日
本
国
憲
法
に
明
確
に
違
反
す
る『
安
全
保

障
関
連
法
』 

い
わ
ゆ
る『
戦
争
法
』
を
政
権
与
党
は
数
の
暴

力
で
も
っ
て
国
民
の
多
数
の
反
対
を
押
し
切
り
成
立
さ
せ

た
歴
史
に
大
き
く
記
憶
さ
れ
る
年
で
し
た
。
こ
の
夏
の
参

議
院
選
挙
結
果
い
か
ん
で
は
日
本
国
憲
法
成
立
7
0
年
と

い
う
節
目
で
、
改
憲
が
現
実
味
を
帯
び
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
年
明
け
の
今
回
の
ク
イ
ズ
で
は
憲
法
に
目

を
向
け
た
出
題
に
し
ま
し
た
。
次
の
日
本
国
憲
法
の
記
述

で
、
間
違
っ
て
い
る
の
は
何
番（
一
つ
）
で
し
ょ
う
か
。

交替制

上　野高　田 久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

久　保

上　野 愛甲

愛甲

愛　甲

山　元

山　元交替制

久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元

8：45～12：30
（受付12：00）まで

9：00～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

関　根
9：00～10:30

高橋麻里子
11：00～12:00

夜　間
17：00～
19：00まで

日　高

日　高

日　高

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後診
療
時
間

日　高

日　高

日　高

日　高

日　高

日　高

休診（往診）

休診（往診）

第3土曜日は休診

8：30～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

●
午
後
は
往
診
等
の
為
診
察
は

　

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
夜
間
受
付
は
1
8
:
4
5
ま
で

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

新
年
を
迎
え
た
。
夢
が

膨
ら
む
。
生
き
て
活
動

出
来
る
こ
と
を
感
謝
し

つ
つ
新
年
を
過
ご
し
て

い
き
た
い
▼
昨
年
一
二

月
三
日
に「
第
一
六
回
槇

峰
鉱
山
中
国
人
強
制
連

行
殉
職
者
追
悼
集
会
」
に

参
加
し
た
。
槇
峰
鉱
山

に
は
、
戦
時
中
二
五
〇

名
の
中
国
人
が
拉
致
連

行
さ
れ
、
食
べ
物
も
ろ

く
に
与
え
ら
れ
ず
、
過

酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
、

七
七
名
が
亡
く
な
っ
た
。

日
本
の
敗
戦
に
よ
り
、

生
き
残
っ
た
人
た
ち
が
、

帰
国
の
途
に
つ
い
た
の

が
七
〇
年
前
の
こ
の
日

で
あ
っ
た
。
私
達
は
、

故
郷
の
土
を
踏
め
な

か
っ
た
人
た
ち
の
無
念

さ
を
思
い
、
こ
の
事
実

を
後
世
に
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼

ま
た
、「
第
一
四
回
日

向
・
平
和
の
た
め
の
戦

争
展
」
で
は
、『
軍
国
少

年
は
ど
の
よ
う
に
育
て

ら
れ
た
か
』
の
展
示
が
心

に
残
っ
た
。
当
時
の
教

育
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ

た
▼
戦
後
七
〇
年
の
今
、

安
倍
自
公
政
権
は
侵
略

戦
争
を
反
省
す
る
ど
こ

ろ
か
、『
戦
争
法
』
を
つ

く
り
、
戦
争
へ
の
道
を

突
き
進
ん
で
い
る
。
大

事
な
日
々
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
、
平
和
を
守

る
た
め
に
今
年
も
闘
い

は
続
く
。
も
ち
ろ
ん
喜

び
も
追
求
し
た
い
。

（
Ｒ
･
Ｍ
）

明けましておめでとうございます

〝

〞

体
温
計

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　31-1452
FAX　24-0515
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　26-1944

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.139)（No.139)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

宮崎医療生活協同組合
訪問看護ステーション
訪問看護ステーション
生協ホームヘルプサービス

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)62-1384
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222 延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせ下さい。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

☎0985（62）1384

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715



健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

　

柏
木
チ
ヅ
子
さ
ん（
84
歳
）
は
今
年
、
腹
部

動
脈
瘤
の
手
術
を
受
け
3
週
間
入
院
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
は
元
気
に
な
っ
て
5
キ
ロ
の
散

歩
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
「『
お
げ
ん
き
で
す
か
』
の
配
布
は
、
お
お
つ

か
生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
仁
田
脇
事
務
長（
当
時
）
か
ら
頼
ま
れ
て

引
き
受
け
ま
し
た
。
7
〜
8
年
に
な
り
ま
す
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

は
毎
月
通
っ
て
い
ま
す
。
60
歳
定
年
ま
で
看
護
婦
を
し
て
い
ま

し
た
。
い
ま
は
頭
が
め
ぐ
り
ま
せ
ん
が
…
」
と
。
ま
た「
中
学
の

時
に
は
、
赤
江
飛
行
場
の
掩
体
壕
や
誘
導
路
つ
く
り
に
動
員
さ

れ
、
木
花
か
ら
堀
切
峠
ま
で
兵
隊
の
洋
服
に
入
れ
る
ス
ス
キ
の

穂
を
と
り
に
行
き
ま
し
た
。
戦
争
は
い
け
な
い
」
と
き
っ
ぱ
り

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 　
　
　
　
　
　

    

（
西
部
支
部
）

　
　
《
お
問
い
合
わ
せ
》組

織
部　

０
９
８
５
・
３
１
・
９
０
５
５

み ん な の 声

2
0
1
5
年
12
月
度　

理
事
会
の
報
告

おげんきですか
文芸欄

おげんきですか
文芸欄

おげんきですか
文芸欄

・
目
出
度
さ
も　

健
康
あ
っ
て
の　

お
ら
が
春

・
親
が
泣
き　

子
も
泣
く
国
の　

介
護
か
な

・
日
の
国
を　

星
の
国
か
と　

疑
え
り

國
井　

子
孫

　

宮
崎
医
療
生
協
は
、〝
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
〞

2
0
1
6
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー（
Ａ
２
判
・
絵
７
枚
）

を
、
１
部
1
５
0
0
円（
税
込
み
）
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
購
入
の
申
し
込
み
は
宮
崎
医
療
生
協

（
組
織
部 

0
9
8
5
･
3
1
･
9
0
5
5
）ま
で
。

■ 新規加入者　297名（11/1～11/30）
■ 出　資　金　5億6,173万円
■ 班　　　数　348班
■ 総組合員数　　49,581名
■ 平均出資金　　11,330円
■ 手配り配布数　19,957部

《おげんきですか》

今、宮崎医療生協は
2015年11月現在

①11月度事業所活動について報告・承認しました。
②11月度医療安全管理委員会について報告・承認しまし
た。

③11月度宮崎生協病院利用委員会について報告・承認
しました。
④11月度県連学習教育委員会について報告・承認しまし
た。

⑤11月度県連看護委員会について報告・承認しました。
⑥11月度県連介護事業所責任者会議について報告・承

＜報告・承認事項＞

①11月の組合員増やしは306名（目標297名）と目標を
上回りました。出資金増資は489.6万円（目標526万
円）と目標を下回りました。秋の医療生協の強化月間
の活動内容報告が各支部からありました。月間の総括
をしっかり行い、年度末目標達成へ向けての奮闘する
ことを確認しました。
②平和と社会保障を守る取り組みについて提案がありまし
た。沖縄基地問題、診療報酬改定、法人税減税、原
発再稼働などの課題や取り組みについての報告があり、
意見交換を行いました。また新田原基地での日米訓練
や2016年度F15を20機配備する計画など米軍基地
化の動き、そして生協連の「戦争遺跡めぐり」の報告と
今後の各種署名活動について提起がありました。
③10月度の経営概況について報告がありました。10月
の法人の経常利益は601.8万円の黒字、累計では
972.6万円（予算3,859.5万円）と苦戦しています。宮
崎生協病院の経営改善にむけた取り組みについて報告
を受けました。
④自由脱退・減資の取り組みについて提案がありました。

＜審議・決定事項＞

・“おげんきですか”は各支部の班会での“健康
づくりや仲間づくり活動”の様子が明るく楽し
く述べられていて、ほのぼのとした気分です。
私たちも、より多くの仲間づくりをしてまいり
たいと心新たになりました。

（宮崎市Ｓさん男性）

・いつも“体温計”を読んで、今の日本のあり方
を学ばせて頂いています。“戦争になることは
ない”という人もいるけど、あまりにも世の中
を甘く考えているのではないかと、私も考えま
す。 　　　　　　　　   （延岡市Ｙさん女性）

○お礼の言葉がありましたので、この言葉を励みに今後ますま
す接遇向上に努めます。

◎主人が救急車で来院しました。不安いっぱいでしたが、先生・看護師の
方に優しくされて本当に助かりました。涙が出そうでした。今度組合員
になって応援したいと思いました。

◎突然の入院で色々とお世話になりました。先生をはじめ、看護師さん
たちのやさしさ、気遣いに感動しております。他の病院を何度か入退
院しましたが、この病院は最高です。それと食事もとても美味しいです。

12月度宮崎生協病院利用委員会12月度宮崎生協病院利用委員会虹 の 声虹 の 声虹 の 声虹 の 声

どうぞ今年もよろしくお願い致します！どうぞ今年もよろしくお願い致します！

宮崎医療生協
17支部

支部長新年の
あいさつ

宮崎医療生協
17支部

支部長新年の
あいさつ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
回

り
前
の
こ
と
を
思
い
出

す
と
、
ま
だ
学
生
で
気

楽
な
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
今
で

は
二
児
の
父
で
四
苦
八
苦
。
出
不
精
で
あ
っ
た
私
も

子
供
の
好
奇
心
に
引
っ
張
ら
れ
、
い
ろ
ん
な
も
の
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
一
方
仕
事
で
は
課
題
が
山
済
み
。

今
年
こ
そ
は
と
、
少
し
は
あ
る
知
識
欲
と
ほ
と
ん

ど
な
い
行
動
力
を
奮
い
立
た
せ
た
い
所
存
で
す
。
子

供
の
成
長
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
で
入
職
３
年
目
を
迎

え
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
２
年
間
が
過
ぎ
た
な

と
時
間
の
流
れ
の
早
さ

に
驚
い
て
い
ま
す
。
毎

日
の
仕
事
の
中
で
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
、
先
輩

や
後
輩
看
護
師
の
皆
さ
ん
の
優
し
さ
に
人
の
温
か
さ

を
と
て
も
感
じ
て
い
ま
す
。
３
年
目
に
な
る
今
年
は

「
芯
の
強
い
人
に
な
る
」「
笑
顔
を
大
事
に
接
す
る
」

「
患
者
さ
ん
の
目
線
に
た
っ
て
考
え
る
」
を
目
標
に
し

ま
し
た
。
看
護
師
と
し
て
、
人
と
し
て
さ
ら
に
成
長

で
き
る
１
年
間
に
な
る
よ
う
日
々
過
ご
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
入

職
し
て
も
う
す
ぐ
６
年

に
な
り
ま
す
。
現
在
、

小
規
模
お
お
つ
か
の
家

の
管
理
者
を
勤
め
て
お

り
ま
す
。
毎
日
が『
今
日
も
良
か
っ
た
』
と
思
え
る
生

活
の
支
援
を
心
掛
け
、
お
一
人
お
一
人
と
向
き
合
い

な
が
ら
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

家
庭
で
は
、
入
職
時
に
は
い
な
か
っ
た
子
ど
も
が
、

今
で
は
２
人
と
な
り
、
う
る
さ
く
も
楽
し
い
日
々
を

送
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
仕
事
・
家
庭
と
も
に

充
実
し
た
日
々
を
送
れ
る
よ
う
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

は
昨
年
４
月
に
入
職
し
、

地
域
連
携
室
の
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。
２
０
１

５
年
は
新
社
会
人
と
し
て
仕
事
の
楽
し
さ
や
責
任
の

重
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
輩
職
員
や
同

期
、
組
合
員
さ
ん
か
ら
支
え
て
い
た
だ
き
日
々
充
実

し
た
１
年
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
０
１
６

年
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
知
識
や
技
術

を
さ
ら
に
身
に
つ
け
、
患
者
様
が
安
心
し
て
当
院
に

通
院
・
入
院
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

おおつかの家
所長

秀　雅夫

宮崎生協病院
社会福祉士

黒木みなみ

宮崎生協病院
検査技師

三宅　正剛

宮崎生協病院
4階病棟看護師

図師　梢

こ
の
は
な
支
部　

半
田　

圭
子

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
私
自
身
長
年
活
動

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
組
合

員
さ
ん
の
願
い
に
応
え
る
支
部

活
動
に
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。

「
お
げ
ん
き
で
す
か
」
を
確
実
に
届
け
る
こ
と
、

地
域
訪
問
で
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
伺
い
即
反
映

さ
せ
る
こ
と
、
班
で
集
う
楽
し
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
必
ず
実
践
す
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。
こ
の
は
な
支
部
の
運
営
委
員
会
は
と
て
も

楽
し
い
で
す
よ
。
あ
な
た
も
是
非
お
仲
間
に
。

小
松
支
部　

黒
木　

愛
子

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
小

松
支
部
の
２
０
１
５
年
活
動
内
容
は
各

地
区
公
民
館
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
班
会
を

中
心
に
歩
み
を
進
め
て
き
た
年
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
下
小
松
、
小
松
台
北
町

地
区
で
は
既
に
班
会
と
し
て
定
着
し
、
そ
の
中
で
加
入
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
小
松
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
内
容
を
自
治
会
の
厚
意
で
回
覧
板
で
お
知
ら
せ
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
方
が
参
加
、
加
入
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
受
診
の
格
差
が
広
が
る
中
、
健

康
を
守
る
運
動
を
地
域
か
ら
大
き
く
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

西
部
支
部　

天
水　

貞
照

　

ま
た
新
し
い
年
を
迎
え
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
、
お
元
気

で
し
ょ
う
か
。
通
院
さ
れ
て

お
ら
れ
る
方
も
す
こ
や
か
に

す
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
支

部
で
は「
ク
リ
ニ
ッ
ク
ま
つ
り
」、
料
理
教
室
、

転
ば
な
い
た
め
の
ロ
コ
モ
体
操
、
介
護
施
設

見
学
の
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
を
行
い
、
仲
間
ふ
や

し
、
出
資
金
増
資
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
お
き
支
部　

加
島　

宏
司

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
支
部
で
は
秋
の
強
化
月
間
に
組
合

員
増
や
し
は
年
間
目
標
を
、
出
資
金

増
資
は
月
間
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
支
部
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
生
協
病
院
の
部
署
も
目
標
を
達
成
し

ま
し
た
。
と
も
に
喜
び
合
う
と
こ
ろ
で
す
。
達
成
で
き
た
要

因
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
活
動
を
通
し
て
増
え
た
こ
と
で
、
こ
の

事
は
今
後
に
明
る
い
展
望
が
持
て
ま
し
た
。
年
度
末
に
向
け

て
残
さ
れ
た
課
題
を
や
り
ぬ
く
と
同
時
に
、
支
部
主
催
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
温
泉
バ
ス
ハ
イ
ク
を
通
し
て
多
く

の
参
加
を
勝
ち
取
り
、
大
い
に
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
淀
支
部　

前
屋
敷　

勇

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
天
候
の
影
響
で

健
康
ま
つ
り
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
大
変
残
念
で
し
た
。

ま
た
、
憲
法
違
反
の
戦
争
法
が

国
会
で
強
行
採
決
さ
れ
る
な
ど
不
穏
な
動
き
も
あ

り
、
平
和
と
健
康
を
希
求
す
る
医
療
生
協
と
し
て

も
断
じ
て
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
年
で
し
た
。
微

力
な
が
ら
み
ん
な
が
平
和
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

世
の
中
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
頑
張
り
ま
す
の
で
、

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

都
北
支
部　

安
岡
カ
ツ
子

　

昨
年
も
楽
し
い
支
部
活

動
が
組
合
員
様
の
ご
協
力
で

で
き
ま
し
た
。
初
春
の
佳
き

日
に
決
意
す
る
事
は
、
昨

年
よ
り
一
層
、
健
康
と
平
和
を
守
る
活
動

を
中
心
に
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
楽
し
い
行
事
を
計
画
し
つ
つ
、
皆
様
が

健
康
で
仲
良
く
長
生
き
が
出
来
る
様
、
お

手
伝
い
し
た
い
も
の
で
す
。

大
塚
江
南
支
部　

村
尻　

勝
信

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
支
部
長
を
引
き
受
け
て
初
め

て
の「
強
化
月
間
」に
取
り
組
み
、
運

営
委
員
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、

バ
ス
ハ
イ
ク
や
組
合
員
交
流
会
を
成

功
さ
せ
、
な
か
ま
増
や
し
や
増
資
で
も
大
き
な
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
支
部
の
活
動
は「
楽
し
く

て
、
た
め
に
な
り
、
元
気
が
も
ら
え
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
決
め
た
目
標
は
曖
昧
に
せ
ず
、

や
り
き
る
た
め
に
、
知
恵
と
力
を
尽
く
す
こ
と
。
常
に

挑
戦
す
る
気
概
で
今
年
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
部
支
部　

宮
田　

敏
明

　

医
療
生
協
の
原
点
は〝
命
を
守

る
〞〝
健
康
を
守
る
〞〝
民
主
主
義
を

守
る
〞で
す
。
し
か
し
今
の
政
治
は

真
逆
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
世
界
に
出

て
行
っ
て
戦
争
を
し
よ
う
と
い
う
動
き
で
す
。
70
年
前

の
戦
争
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
す
。
命
も
健
康
も
生
活

も
民
主
主
義
も
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
壊
さ
れ
ま
し
た
。

二
度
と
あ
ん
な
こ
と
は
ご
め
ん
で
す
。
今
年
夏
に
は

参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
暴
走
し
て
い
る
政
治

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
チ
ャ
ン
ス
に
し
た
い
も
の
で
す
。

住
吉
支
部　

黒
木　

啓
純

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
自
衛
隊
が
軍
隊

で
あ
る
事
が
法
的
に
も
認
知
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
自
衛
隊
が
軍
隊

と
し
て
海
外
に
派
兵
さ
れ
る
歴
史

的
な
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
ど
う
な

る
の
か
気
に
な
る
の
が
私
た
ち
も
参
加
し
た
大
衆
運

動
の
動
向
で
す
。
原
発
再
稼
働
や
対
テ
ロ
戦
争
、
各

種
増
税
等
、
私
た
ち
の
不
安
材
料
は
増
え
る
一
方
で

す
。
今
年
は
昨
年
以
上
に
大
衆
運
動
が
全
国
民
的

運
動
に
広
ま
る
事
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
富
綾
支
部　

飯
尾　
　

博

　

支
部
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
四

年
。
晴
れ
た
り
雨
が
降
っ
た

り
。
し
か
し
、
運
営
委
員
さ
ん

を
は
じ
め
皆
さ
ん
の
ご
協
力

で
、
組
合
員
加
入
、
増
資
の
目

標
は
ず
っ
と
達
成
出
来
て
い
ま
す
。
昨
年
、
運
営

委
員
さ
ん
二
人
、
機
関
紙
配
布
者
も
二
人
増
え

ま
し
た
。
班
も
作
り
た
い
し
、
地
域
包
括
ケ
ア

も
考
え
た
い
で
す
ね
。「
医
療
生
協
」の
よ
う
な

活
動
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
で
す
。

日
向
支
部　

松
田
み
ほ
子

　

支
部
結
成
22
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
月
間
で
20
歳
台
、
30
歳

台
、
40
歳
台
の
若
い
方
の
加
入

が
あ
り
、
新
班
も
二
つ
誕
生
し

ま
し
た
。
一
方
、
病
気
に
な
っ
た

り
、
け
が
を
し
た
り
す
る
仲
間
が
増
え
て
い
て
、

平
均
年
齢
も
目
に
見
え
て
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
高
齢
化
が
進
む
事
を
承
知
し
な
が
ら
も
、
今

年
も
ゆ
っ
く
り
、
し
た
た
か
に
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ

ヤ
歩
い
て
い
こ
う
と
話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

北
２
支
部　

田
原　

良
子

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
は
支
部
の
行
事
や
前

期
の
計
画
・
目
標
を
滞
り
な
く
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
ひ
と
え
に
組
合
員
の
み
な

さ
ま
が
健
康
チ
ェ
ッ
ク（
班
会
）に
参
加
さ
れ
る
中
で
、

医
療
生
協
運
動
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

お
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
今
年
も
後
期
の

目
標
を
５
月
の
支
部
組
合
員
の
つ
ど
い
ま
で
に
達
成
を

め
ざ
し
て
運
営
委
員
を
先
頭
に
頑
張
る
所
存
で
す
。
み

な
さ
ま
と
共
に
健
康
づ
く
り
の
活
動
を
す
す
め
る
こ
と

を
お
約
束
し
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

中
央
支
部　

國
部　

國
治

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
バ
ス
ツ
ア
ー

で
支
部
組
合
員
の
交
流
を
は
か

り
、
組
織
部
企
画
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
健
康
体
操
や
小
物

づ
く
り
、
食
べ
歩
き
会
な
ど
趣
味
グ
ル
ー
プ
の

班
会
は
活
発
で
す
が
、
地
域
の
班
会
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
は
、
班
づ
く
り
と
担
い
手

さ
ん
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
大
宮
支
部　

岩
崎　

美
代

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
病
院
の
地
元

支
部
と
し
て
、
明
る
く
楽
し

い
支
部
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
。
こ
の
地
域
で
病
気
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
過
ご
せ
、
満
足
な
人
生
を
全

う
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
た
い

も
の
で
す
。
新
し
い
年
が
、
す
ば
ら
し
い
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
、
今
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
毎
月
の
運
営
委
員
会
で
は

「
楽
し
く
健
康
に
役
立
つ
活
動

を
！
」に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
一
人
で
も
多
く
の
方
に

班
に
入
っ
て
頂
い
て「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
等
を
行
い
、
医
療

生
協
の
良
さ
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
を
通
じ

て
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ「
み
ん
な
で
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
一
歩
で
も
前
進
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
支
部
を
目

指
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

県
北
支
部　

矢
通　

寿
子

　

新
年
が
明
け
ま
し
た
。
去

年
は
下
流
老
人
、
老
後
破
産

等
の
言
葉
が
不
安
を
広
げ
ま

し
た
。
み
ん
な
が
安
心
し
て

住
め
る
地
域
づ
く
り
が
何
よ
り
求
め
ら
れ

ま
す
。
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
署
名
等

を
は
じ
め
、
つ
な
が
り
マ
ッ
プ
を
濃
く
す
る

活
動
を
、
み
な
さ
ん
と
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

佐
土
原
支
部　

斉
藤
フ
ミ
子

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
政
治
の
面
、
気

候
の
面
と
は
げ
し
い
変
化
に
つ
い

て
行
く
の
が
や
っ
と
の
年
で
し
た
。

新
し
い
年
を
迎
え
平
和
で
安
心
安

全
な
暮
ら
し
が
出
き
る
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
居
ら
れ

ま
せ
ん
。
お
互
い
に
年
を
重
ね
る
ご
と
に
体
力
、
気

力
、
思
考
力
の
低
下
に
は
逆
ら
え
ま
せ
ん
が
、
班
会

で
の
健
康
づ
く
り
を
目
標
に
自
分
た
ち
で
決
め
た
四

課
題
の
達
成
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
方
支
部　

田
原　

逸
子

認知症サポーター
養成講座

「認知症について基本的な知識・
　　対応等について学んでみませんか」
と　き：2016年２月９日（火）
　　　 13：00～14：00
ところ：宮崎医療生協本部会議室
講　師：宮崎市役所長寿支援課
参加費：無料
＜申し込み・お問合せ先＞
宮崎医療生協　組織部（0985-31-9055）

職員については2016年１～ 3月を周知期間、2016
年度から定款の規定通りに運用すること。組合員につ
いては2017年度末までを周知期間、2018年度から
を定款の規定通りに運用することとします。なお、年度
途中でも「特別な事情」がある場合には対応します。
⑤秋闘での労組との合意について承認されました。
⑥宮崎医療生協本部、このはな生協クリニック、居宅介
護支援事業所れいんぼう、生協ホームヘルプサービス
れいんぼうの監査報告がありました。監査報告を受け
て今後の対応について回答が、また全事業所の事業費
用の予算管理状況と決算状況について報告がありまし
た。
⑦第27回総代会の日程について、日時は2016年6月
30日（木）14:00～16:45、会場はアズム 1階大ホー
ルです。
⑧戦後70周年記念の戦争体験文集（1～ 6号合併+新
作5本）の製本・販売について、300部印刷し販売価
格は税込み1部1,000円とすることで提案があり質疑
の上、承認されました。

認をしました。
⑦11月度経営協議会について報告・承認しました。
⑧第26期9,10回常勤理事会について報告・承認しました。
⑨宮崎県民医連第6回理事会について報告・承認しました。
⑩宮崎県社保協第7回幹事会について報告・承認しました。
⑪人事についてについて報告・承認しました。
⑫宮崎県健康長寿推進企業等知事表彰事業への応募に
ついて承認しました。


